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運用報告書（全体版） 

中小型成長株 
ジャパン・オープン 

 

 
 

第６期（決算日：2019年４月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「中小型成長株ジャパン・オープ

ン」は、去る４月25日に第６期の決算を行いました。

ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2021年４月23日まで（2013年８月２日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

中小型成長株ジャパン・オープン 
マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式 

運用方法 

・わが国の金融商品取引所上場（これに準ず
るものを含みます。）株式を実質的な主要投
資対象とします。 

・主に事業や業績の成長性に着目し、中小型
株式を中心に株価上昇が期待される銘柄に
投資します。 

・ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株
式会社に運用指図の権限を委託します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・株式への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・同一銘柄の株式への実質投資
割合は、当ファンドの純資産総
額の10％以内とします。 

・株式以外の資産への実質投資
割合は、原則として信託財産総
額の50％以下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資割合は、制限を設
けません。 

・同一銘柄の株式への投資割合
は、当マザーファンドの純資産
総額の10％以内とします。 

・株式以外の資産への投資割合
は、原則として信託財産総額の
50％以下とします。 

分配方針 

毎年４月25日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。基準価額水準、市況動向、
残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定
します。（ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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中小型成長株ジャパン・オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ラ ッ セ ル 野 村 中 小 型 
インデックス（配当込み） 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

２期(2015年４月27日) 13,532 100 38.7 736.73 40.8 98.2 － － 6,962 

３期(2016年４月25日) 13,148 100 △ 2.1 681.71 △ 7.5 93.6 － 1.6 4,627 

４期(2017年４月25日) 13,509 150 3.9 758.32 11.2 96.5 － 0.7 3,587 

５期(2018年４月25日) 17,729 150 32.3 918.14 21.1 95.8 － 0.6 3,999 

６期(2019年４月25日) 15,943 200 △ 8.9 845.99 △ 7.9 98.1 － － 2,890 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） ラッセル野村中小型インデックス（配当込み）は、Frank Russell Companyと野村證券株式会社が作成している株価指数で、当該指数

の知的財産権およびその他一切の権利は両社に帰属します。なお、両社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商

品性および適合性を保証するものではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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中小型成長株ジャパン・オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ラ ッ セ ル 野 村 中 小 型 
インデックス（配当込み） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2018年４月25日 17,729 － 918.14 － 95.8 － 0.6 

４月末 17,854 0.7 924.10 0.6 95.6 － 0.6 

５月末 17,620 △ 0.6 912.59 △ 0.6 95.4 － 0.6 

６月末 17,493 △ 1.3 903.29 △ 1.6 96.7 － 0.6 

７月末 17,602 △ 0.7 905.78 △ 1.3 98.2 － － 

８月末 17,349 △ 2.1 892.85 △ 2.8 98.4 － － 

９月末 17,953 1.3 939.36 2.3 98.2 － － 

10月末 15,259 △13.9 844.68 △ 8.0 94.2 － － 

11月末 16,150 △ 8.9 868.51 △ 5.4 96.4 － － 

12月末 13,861 △21.8 777.86 △15.3 97.5 － － 

2019年１月末 14,556 △17.9 811.92 △11.6 97.5 － － 

２月末 15,412 △13.1 833.47 △ 9.2 97.6 － － 

３月末 15,805 △10.9 835.67 △ 9.0 96.9 － － 

(期  末)        

2019年４月25日 16,143 △ 8.9 845.99 △ 7.9 98.1 － － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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中小型成長株ジャパン・オープン

運用経過
第６期：2018年４月26日～2019年４月25日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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ベンチマーク：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 ６ 期 首 17,729円
第 ６ 期 末 15,943円
既払分配金 200円
騰 落 率 －8.9％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

基準価額は期首に比べ8.9％（分配金再投資ベース）の下落とな
りました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－7.9％）を
1.0％下回りました。

ベンチマークとの差異

基準価額の主な変動要因

RS Technologiesや東祥などの株価が下落したことが、基準価
額の下落要因となりました。

下落要因

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

第６期：2018年４月26日～2019年４月25日

投資環境について

国内株式市況
期を通してみると、国内株式市況は下落しました。
当期の国内株式市場は、期首から2018年６月にかけては、イタリアやスペインの政治に対
する不透明感や米中貿易摩擦の深刻化に対する警戒感の高まりなどから下落しました。７月
から９月にかけては、トルコリラの急落を受けて投資家心理が悪化したことなどから下落す
る場面があったものの、米中貿易摩擦への警戒感が後退したことなどから上昇しました。10
月に入ると米長期金利が急上昇したことやイタリアの財政問題に対する不透明感などから下
落に転じました。その後11月は米中間選挙が市場予想通りの結果となり安心感が広がったこ
となどを受けて上昇したものの、12月にかけては中国の通信機器大手の幹部がカナダ当局に
逮捕されたことを受けた米中の対立が深まるとの懸念や、米政府機関の一部閉鎖などから下
落しました。
2019年に入ると、１月には米中協議での交渉進展や、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の
パウエル議長が今後の利上げに関して慎重な姿勢を示したことなどから上昇しました。２月
には、米政府機関一部閉鎖の回避や米中協議が進展することへの期待が高まったことなどか
ら上昇しました。その後は、米国で景気後退の前兆とされる「逆イールド（長短金利差の逆
転）」が発生するなど世界経済の先行き懸念が高まったことなどを背景に下落する局面もあ
りましたが、中国の経済指標改善や米国の良好な企業決算などを受けて上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

中小型成長株ジャパン・オープン
中小型成長株ジャパン・オープン　マザーファンド受益証券の組入比率を高位に保ち、実質
的な株式の運用はマザーファンドで行いました。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

中小型成長株ジャパン・オープン　マザーファンド
基準価額は期首に比べ7.3％の下落となりました。

わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式を主要投資対象とし、
主に事業や業績の成長性に着目し、中小型株式を中心に株価上昇が期待される銘柄に投資を
行いました。
運用指図に関する権限をJPモルガン・アセット・マネジメント株式会社に委託しています。

銘柄入替のポイントは以下の通りです。
主な新規組入銘柄
太陽誘電
電動化・電装化を背景に自動車向け積層セラミックコンデンサが大きく成長すると予想し、
需要増加とプロダクトミックス（製品の構成・組み合わせ）の改善などから恩恵を受けると
判断し、組み入れました。
メルカリ
国内フリーマーケットアプリ市場で高いシェアを誇っており、今後は売買高の増加に伴う
キャッシュフローの改善や決済関連サービスの拡大などから中長期的な業績拡大が期待でき
ると判断したことなどから、組み入れました。
主な売却銘柄
太平洋セメント
積極的な値上げにより一定の利益率が確保されると想定していましたが、国内での値上げは
想定以上に時間がかかると判断したことなどから、売却を行いました。
クレハ
シェールオイル掘削プラグ事業の進捗が想定を下回っていることや、農薬・医薬品関連事業
が今後業績を下押しする懸念が高まっていると判断したことなどから、売却を行いました。

以上のような投資判断を行った結果、組入銘柄の株価下落により、基準価額は下落しました。
パフォーマンスに影響を与えた主な銘柄は以下の通りです。
（マイナス要因）
RS Technologies
米半導体銘柄の下落の影響を受ける場面があったことや世界経済の先行き懸念が高まったこ
となどから、株価が下落しました。
東祥
2018年７－９月期の四半期決算が市場予想を下回ったことなどから、株価が下落しました。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

（ご参考）

■株式組入上位５業種
期首（2018年４月25日） 期末（2019年４月25日）

業種 比率 業種 比率
1 化学 15.5％ 1 サービス業 20.6％
2 サービス業 14.5％ 2 化学 15.9％
3 機械 9.9％ 3 情報・通信業 15.7％
4 小売業 8.6％ 4 機械 8.7％
5 金属製品 6.7％ 5 小売業 7.2％

・比率はマザーファンドの株式（リートを含みます。）の評価総額に対する各業種の割合です。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

－10.0

－8.0

－6.0

－4.0

－2.0

0.0

2018/４/25～2019/４/25

（％）

ファンド ベンチマーク

基準価額（当ファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

ベンチマークの構成比に対して、高めの投資比率としていたベネフィット・ワン、弁護士
ドットコムなどの株価上昇がプラスに寄与しました。

中小型成長株ジャパン・オープン
基準価額は期首に比べ、8.9％（分配金再投資ベー
ス）の下落となり、ベンチマーク（騰落率－7.9％）
を1.0％下回りました。
信託報酬などの運用費用がマイナスに影響し、ベンチ
マークに対してアンダーパフォームしました。

中小型成長株ジャパン・オープン　マザー
ファンド
基準価額は期首に比べ、7.3％の下落となり、ベンチ
マーク（騰落率－7.9％）を0.6％上回りました。

（プラス要因）

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第６期
2018年４月26日～2019年４月25日

当期分配金（対基準価額比率） 200（1.239％）

当期の収益 －

当期の収益以外 200

翌期繰越分配対象額 6,007

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

中小型成長株ジャパン・オープン
引き続き、中小型成長株ジャパン・オープン　マザーファンド受益証券を高位に組み入れ、
マザーファンドを通じて株式運用を行っていく方針です。

中小型成長株ジャパン・オープン　マザーファンド
運用環境の見通し
世界的に金融政策の引き締めに対する懸念が後退している中、景気後退はまだ先であるとの
見方がある一方で、世界貿易摩擦などの不透明要因による世界景気や企業業績の減速リスク
への警戒感があることなどから、株式市場は変動性の高い展開が続くと予想されます。
中長期的には多くの日本企業が利益成長を実現すると見ており、そうした成長が期待できる
企業の株価は持続的な上昇が期待できると判断しています。このような環境下、景気循環に
よる短期的な局面変化や、テクノロジーの進化といった長期的な構造変化などが見られた際
には、個別の企業を見極め、機動的に銘柄を選択することが重要と考えます。

今後の運用方針
引き続き、わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式を主要投資
対象とし、株式の組入比率は、高位を保つ方針です。
主に事業や業績の成長性に着目し、中小型株式を中心に株価上昇が期待される銘柄に投資す
る方針です。
投資の視点としては、引き続き中長期的な独自の成長ストーリーを有する銘柄が投資家から
選好されると考えています。
運用指図に関する権限をJPモルガン・アセット・マネジメント株式会社に委託します。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

2018年４月26日～2019年４月25日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 302 1.852 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (187) (1.148) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (106) (0.650) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (9) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 7 0.046 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (7) (0.045)
( 投資信託証券 ) (0) (0.000)

(ｃ)そ の 他 費 用 1 0.004 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 310 1.902

期中の平均基準価額は、16,285円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.85％です。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.65％

運用管理費用（投信会社）
1.15％

総経費率
1.85％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

中小型成長株ジャパン・オープン
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中小型成長株ジャパン・オープン

○売買及び取引の状況 (2018年４月26日～2019年４月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド 99,120 191,024 529,512 994,505 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年４月26日～2019年４月25日) 

 

項 目 
当 期 

中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,349,367千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,274,296千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.71   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年４月26日～2019年４月25日) 

 

＜中小型成長株ジャパン・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 842 67 8.0 1,507 139 9.2 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 2 39 51 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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中小型成長株ジャパン・オープン

 

＜中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 123 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,518千円 
うち利害関係人への支払額（B） 123千円 

（B）／（A） 8.1％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪリース、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年４月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド 1,972,109 1,541,717 2,876,074 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年４月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド 2,876,074 97.4 

コール・ローン等、その他 77,504 2.6 

投資信託財産総額 2,953,578 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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中小型成長株ジャパン・オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年４月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,953,578,654   

 コール・ローン等 37,534,481   

 中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 2,876,074,173   

 未収入金 39,970,000   

(B) 負債 63,442,479   

 未払収益分配金 36,255,146   

 未払解約金 33,020   

 未払信託報酬 27,090,932   

 未払利息 74   

 その他未払費用 63,307   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,890,136,175   

 元本 1,812,757,348   

 次期繰越損益金 1,077,378,827   

(D) 受益権総口数 1,812,757,348口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,943円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,255,687,606円 

期中追加設定元本額 170,412,378円 

期中一部解約元本額 613,342,636円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.5943円です。 

 

○損益の状況 (2018年４月26日～2019年４月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       25,219   

 受取利息 75   

 支払利息 △       25,294   

(B) 有価証券売買損益 △  217,602,674   

 売買益 69,695,376   

 売買損 △  287,298,050   

(C) 信託報酬等 △   61,735,848   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  279,363,741   

(E) 前期繰越損益金 765,866,836   

(F) 追加信託差損益金 627,130,878   

 (配当等相当額) (    359,230,608)  

 (売買損益相当額) (    267,900,270)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,113,633,973   

(H) 収益分配金 △   36,255,146   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,077,378,827   

 追加信託差損益金 627,130,878   

 (配当等相当額) (    359,352,600)  

 (売買損益相当額) (    267,778,278)  

 分配準備積立金 729,611,690   

 繰越損益金 △  279,363,741   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年４月26日～ 
2019年４月25日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 359,352,600円 

分配準備積立金額 765,866,836円 

当ファンドの分配対象収益額 1,125,219,436円 

１万口当たり収益分配対象額 6,207円 

１万口当たり分配金額 200円 

収益分配金金額 36,255,146円 

③ 当ファンドの投資対象である「中小型成長株ジャパン・オープン マザーファンド」において、信託財産の運用の指図に係る権限の全部ま

たは一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に年１万分の73の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。 
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中小型成長株ジャパン・オープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 200円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年４月25日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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